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1. 研究目的

今日の舞踊発表の傾向をみると, これまでの舞

台芸術としての舞踊か ら, スタジオやギ ャラリー

などで, 独自の表現を展開 しているダンス ・パフ

ォーマンスが増えてきている。

本研究では, 観客にダンス ・パフォーマンスを

見せ, 因子分析を通 してダンス ・パ フォーマンス

における観賞構造を探 ったものである。また, ダ

ンス ・パフォーマンスの観賞構造に遊戯の特性が

見出されるかに注目し, J.N.リ ーバーマンの

定義する遊戯性を参考に考察を行なった。

2. 遊戯性を構成する要素のモデル

リーバーマンによれば, 遊戯性はユーモァ, 自

発性, あらわなよろこびか ら成 り立つとし, この

遊戯性は遊び, 想像, 創造性に導 く要因であると

いう意味を示している。 リーバーマンは, 新奇性, 

あいまいさ, 不一致性, 驚き, 複雑性等の探索行

動を活気づける要素が熟知された明確なものにな

るとき, 遊戯の状態になるとしている。すなわち, 

未知の事柄が既知になるとき, その事柄に対 し精

神的ゆとりを持 って対処することができるときに, 

遊戯の状態であるとしている。

3. 方法及び手続き

(1) 対象作品

作品A…カルメン・ ブシャット作

「Clear Water」

作品B…メル・ウ ォング作

「Implint」

出演者 パ フォーマンス活動を積極的に

行な ってい るモダ ン ・ダ ンサー

(J.K)に 実際に踊ってもらっ

た。

(2) 被験者…お茶の 水女大学学生108人

(3) 尺度構成

尺度は, J.N.リ ーバーマンの定義 した遊

戯の一要素であるユーモアに関する言葉, 

舞踊鑑賞語(金 城, 大城1975), 美的

快感に関する言葉(石 黒1985)を 参考

に50項 目を選び, ランダムに並べた。評

定は, 6段 階評価である。

4. 結果及び考察

計算は, 慶応義塾大学の計算セ ンターのコンピ

ュータ(機 種: Facom34)を 使用 した。

データ処理は, 主因子法を用いて因子を抽出 し, 

その後バ リマックス回転を行なった。

(1) 参考調査

観賞者のこれまでに見た表現行為の印象を調査

した。(13語 の中か ら適当な語を選択してもらい, 

因子分析によってその構造をみたもの)

(2) 作品A

〈因子負荷量の単純構造 と因子解釈 〉

〈作品A〉
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(3) 作品B

〈因子負荷量の単純構造と因子解釈 〉

〈作品B〉

調査の結果より, 被験者がこれまでに見た表現

行為の印象を選択 した言葉の因子構造を探 る参考

調査か らは, ユーモァ性 ・新奇性, 感動性の因子

が抽出された。また作品Aか らは, 力動性, ユー

モア, 新奇性, 快的情緒, 美的印象, 満足の因子

が抽出され, 作品Bか らは, 快的情緒, 美的印象, 

ユーモア ・新奇性, 力動性の因子が抽出された。

ユーモア ・新奇性の因子は, 参考調査においてユ
ーモア性の因子 と, 新奇性の因子に分かれていた

が, 本テス トではユーモァと新奇性は同 じ因子の

中に抽出された。 これ らの因子は, リーバーマン

のモデルによれば, 遊戯性を構成する一特性 とし

て認め られている。 したがって, ダンス ・パ フォ
ーマンスの観賞構造において, ユーモア ・新奇性

という遊戯の特性がみ られることが示された。

力動性, 快的情緒, 美的印象の因子は, 従来の

モダン・ダンスにおける認知あるいは印象につい

ての先行研究(参 考文献16, 17)で 抽出'されてお

り, また新奇性の因子も抽出されてはいるが, ユ
ーモァとは結びついていなかった。すなわち, ユ
ーモア ・新奇性の因子は観賞者を遊戯へ導 くこと

を示 していると同時に, ダンス ・パフォーマンス

の観賞構造を特徴づける因子であるといえる。

本研究より, 今日の舞踊発表の傾向であるダン

ス ・パ フォーマンスには従来のモダン・ダンスに

はない遊びの要素が見出されたといえよう。
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